
　この作品はぼくたち６年生が中学生になったときの
思いを、木の枝に毛糸やフェルトで作った桜の花びら
などをつけて表現しました。木の枝にいろいろな色の
毛糸を巻き付けることで、一人一人の思いがひとつに
なってつながるということを表しています。色は暖か
い色と涼しい色を組み合わせて、美しさが出るように
工夫しました。 

市政に関するご意見、ご提案などは 
市民の声を聞く課 

2211-2042　 6218-5165
札幌市役所ホームページ 

www.city.sapporo.jp/city
※広報さっぽろの誌面も掲載。 
　お住まいの区以外の区民のページもご覧になれます。  

 市の各種制度や施設、地下鉄・バスのダイヤなどは 
 札幌市コールセンター 

2222-4894　6221-4894 
Eメール　info4894@city.sapporo.jp 
午前8時～午後9時（土・日曜、祝・休日を含む） 

●大型ごみ収集センター（大型ごみの有料収集申し込み） 
　午前9時～午後4時30分（土・日曜、祝・休日を含む） 
　2281-8153　耳や言葉の不自由な方は6281-4622 
●救急医療情報案内センター（２４時間）（当番医療機関などの案内） 
　フリーダイヤル　　 20120-20-8699 
　携帯電話、PHS専用　 2221-8699 
●夜間急病センター 
　中央区大通西19／地下鉄東西線西18丁目駅下車 
　2641-4316　6615-8604

広報 
クイズ 

市役所・区役所などの連絡先 

●市役所 
　〒060-8611　中央区北1西2／地下鉄大通駅下車 
            2211-2111（代表）6218-5161（広報課）  
●区役所（電話は代表、ファクスは広聴係） 
　※所在地は区民のページ（お知らせの後ろ）をご覧ください。 
中 央 区 
北　　区 
東　　区 
白 石 区 
厚 別 区 
豊 平 区 
清 田 区 
南　　区 
西　　区 
手　稲　区 

2231-2400
2757-2400
2741-2400
2861-2400
2895-2400
2822-2400
2889-2400
2582-2400
2641-2400
2681-2400

6231-6539
6757-2401
6742-4762
6860-5236
6895-2403
6813-3603
6889-2402
6582-0144
6641-2405
6681-6639

札幌の人口と世帯 

発生 

死者 

傷者 

市内の交通事故 

スマイルさっぽろ HBC

さっぽろアート・ウィークリー AIR-G'

さっぽろ散歩 STV

サッポロ・シティ・ナビ 

愛・らぶサッポロ Ｈ Ｔ Ｂ 

さっぽろイロ。 HBC

いいコト聞いた UHB

ウオッチング札幌 TVH

札幌ふるさと再発見 STV

今 月 の 広 報 番 組  

テ レ ビ ラ ジ オ 

NORTH WAVE

携帯電話対応の札幌市情報提供サイト 

北区・教育大附属札幌小学校旧６年２組　鈴木　想 

虹色の春へ 
表紙の 
ことば  

3月1日現在（前月比） 
国勢調査ベース 

2008 4

1,895,654人（＋73） 
868,781世帯（＋366）  

平成20年2月1日～2月29日（前年比） 

旧６年２組のお友達と先生 

プレゼント 

1,825件（＋113） 
1人（－4） 
2,221人（＋142） 

4月12日（土）午前7時15分～30分（字幕付き） 
［内容］ご近所同士の支えあい 
　　　みんなで見守り隊 

札幌市には3種類の会
計がありますが、「特別
会計」と「企業会計」
と、もう1つは何でしょ
うか。当てはまる漢字2
文字をお答えください。 

□□会計 

正解者の中から抽選
で30人の方に、共通ウ
ィズユーカード（1,100
円分）を差し上げます。 

応募方法 

はがき、ファクス、Eメール。クイズの答
え、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話
番号と、広報誌や広報番組へのご意
見・ご感想を記入し、広報課（左下）へ。
1人1通。4月21日（月）消印有効。発
表は発送をもって代えさせていただきま
す。なお、3月号の正解は「 ま ち づ く 
り 」でした。 

4月23日（水）午前10時15分～18分ころ 
※情報番組「ユメイロ。」（午前9時55分～10時25分）内 

［内容］もうすぐ設置義務化！ 
　　　住宅用火災警報器 

毎週水曜 午後10時54分～59分 
［内容］北海道新幹線 次は札幌へ！ ほ　　　か  

毎週土曜 午前11時54分～59分 
［内容］札幌に新しいタイプの高校が誕生 
　　　します～市立大通高校 ほ　　　か  

第2・4土曜 午前9時15分～25分 
［内容］さっぽろスイーツ2008 ほ　　　か  

毎週土曜 午前11時15分～25分 
［内容］寿司はアートだ！ 
　　　～すしプロジェクト ほ　　　か  

第1・3日曜 午前9時50分～10時 
［内容］ごみの分別、正しくできていますか？ ほ　　　か  

毎週土曜 午前11時30分～45分 
（4月～6月は放送をお休みいたします） 

中央・東・厚別・豊平・南・西区の広報番組
を、それぞれの区内にあるコミュニティFM局で
放送しています。放送日時などは、上記6区の
区民のページをご覧ください。 

札幌市総務局広報部広報課 
〒060-8611 中央区北1西2 2211-2036 6218-5161 
Eメール　kohokakari@city.sapporo.jp

編 集 

http://www.city.sapporo.jp/mobile/
QRコードからもアクセスできます→ 

広報さっぽろは、毎月10日までに、町内会などを通じて市内
の全世帯に配布しています。また、ご希望の地域には、市が委
託した民間の会社による直接配布も行っています。詳細は、広
報課かお住まいの区の区役所広聴係へお問い合わせください。 

問 題 

第2・4日曜 午前8時55分～9時 
［内容］ヨネさんもびっくり！資源ごみに 
　　　危険な物を入れないで ほ　　　か  

　　　　　　　 さく ひん　　　　　　　　　　　　　　ねんせい　　ちゅうがくせい 

 おも　　　　　　　  き　　　 えだ　　　け　いと　　　　　　　　　　　　　　つく　　　　  さくら　　 はな 

      　　　　　　　　　　　  ひょうげん　　　　　　　　　　　　 き　　　 えだ　　　　　　　　　　　　　　いろ 

  け   いと　　　ま　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　 ひと   り  ひと   り　　　おも 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あらわ　　　　　　　　　　　　　  いろ　　 あたた 

　　  いろ　　　すず　　　　　いろ　　　く　　　  あ　　　　　　　　　  うつく　　　　　　　 で 

　く   ふう 

にじ いろ はる 

きた   く きょういくだい  ふ  ぞく さっぽろ しょう がっ   こう ねん きゅう くみ 
すず　  き　　　　そう 

ともだち ねん きゅう くみ せんせい 
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予算って 

なに ?

7,762億円 
歳出総額 

7,762億円 
歳入総額 

20年度の札幌は 
どうなるのかな? 
2つの家族の場合を 
見てみよう 

20年度の札幌は 
どうなるのかな? 
2つの家族の場合を 
見てみよう 

20年度の予算まとまる 

市の財布は全部で3つ 

地下鉄、水道など、民間企業
のように利用料金などの収
益で運営している会計 

企業会計 
国民健康保険、介護保険など、
一般会計と区別して設置す
る事業の会計 

特別会計 
福祉や教育、道路整備など、
行政の基本的な事業の会計 

一般会計 

予算とは、札幌市の1年間の収入と支出の計画です。 
これで、この1年間、市にどのくらいの収入が見込めて、 
何にいくら使うのかが分かります。 

財政課2211-2212
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●事務事業の見直し 
　光熱水費の節減や、施設の管理費の見直しなど 

●人件費の見直し 
　職員数の削減や派遣人件費の見直しなど 

●他会計への繰出金の見直し 
　企業会計の経営効率化などにより、一般会計からの繰り出しを削減 

●サービス水準などの見直し 
　天神山国際ハウスの廃止など 

●財産などの活用 
　使う見込みのない土地の売却など 

市の1年間の収入のことを歳入、支出のことを歳出といいます。 
20年度の歳入歳出は、7,762億円。19年度から40億円（0.5％）
減と、ほぼ前年度並みの水準となっています。 

一般会計 
　　　　　の 

概要 
予算 

7,762億円 7,762億円 
歳出総額 歳出総額 

2,854億円 市税 

1,190億円 国庫支出金 

999億円 地方交付税 

476億円 市債 

1,134億円 諸収入 

1,109億円 その他 

7,762億円 7,762億円 
歳入総額 歳入総額 

法人市民税や市たばこ税
が減少しますが、固定資
産税などが増加します。 

市税 ＋4億円 

市の借入金。 
新たに発行する市債の額
を抑える努力を続けており、
5年連続減少しました。 

市債 －11億円 

国から交付されるお金。 
2年連続で減少しました。 

地方 
交付税 

－58億円 

後期高齢者医療制度創設
により、諸支出金から振り替
えたことなどで大幅な増と
なりました。 

保健 
福祉費 

＋134億円 

退職手当が増えますが、職
員数削減などの取り組みに
より全体では減少しました。 

職員費 －5億円 

省エネルギー機器などの購
入に対する助成の実施や、
清掃工場の整備などにより、
大幅な増となりました。 

環境費 ＋21億円 

2,207億円 保健福祉費 

1,036億円 職員費 

1,017億円 公債費 

1,004億円 諸支出金 

862億円 経済費 

770億円 土木費 

329億円 教育費 
162億円 環境費 

375億円 その他 

市の主な取り組み 
16億円 

11億円 

70億円 

56億円 

19億円 

20年度予算に 
おける収支不足 

178億円 収支不足解消の取り組み 

・市の対策 

224億円 対策額　計 

46億円 財政調整基金取り崩し 

20年度年度の札幌札幌は 
どうなるのかな? 
2つの家族家族の場合場合を 
見てみよう 

20年度年度の札幌札幌は 
どうなるのかな? 
2つの家族家族の場合場合を 
見てみよう 

20年度の札幌は 
どうなるのかな? 
2つの家族の場合を 
見てみよう 

収入不足 
を解消 

※増減は前年度比 

3 2008―　―広報さっぽろ4



　
幌
子
の
育
児
も
ひ
と
段
落
し
た

し
、わ
た
し
も
そ
ろ
そ
ろ
働
こ
う

か
な
。
 

　
で
も
、保
育
所
は
人
気
が
あ
る
っ

て
聞
く
し
、入
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
ぁ
。
 

　
そ
れ
が
ね
、
保
育
所
の
定
員
が

増
え
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、少
し

は
良
く
な
っ
て
る
と
思
う
わ
。
心

配
な
の
は
、
育
児
に
理
解
の
あ
る

会
社
が
あ
る
か
っ
て
い
う
こ
と
な
の
。
 

　
最
近
は
理
解
の
あ
る
会
社
も
増

え
て
き
て
い
る
よ
。
う
ち
の
会
社
で

も
育
児
休
暇
が
充
実
し
て
き
て
い

る
し
ね
。
 

　
安
心
し
た
わ
。
幌
子
の
医
療
費

は
小
学
校
入
学
前
ま
で
無
料
に
な

っ
た
し
、ほ
ん
と
助
か
る
わ
。
 

　
で
も
、こ
れ
か
ら
札
男
の
学
費

も
掛
か
っ
て
く
る
し
、大
変
だ
よ
な
。
 

　
そ
う
い
え
ば
、こ
の
前
ニ
ュ
ー
ス
で
、

奨
学
金
の
枠
が
拡
大
さ
れ
た
っ
て

言
っ
て
た
わ
。
 

　
そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
は
頼
も
し

い
ね
。
 

　
そ
う
ね
。で
も
、ま
ず
は
仕
事
探

し
を
頑
張
っ
て
み
る
わ
。
 

仕事と生活が両立できる
職場環境づくりに取り組
む企業を、認証して公開
するほか、初めて男性が
有給の育児休暇を取る
などの条件を満たした企
業に助成金を交付します。 

B 1,250 
万円 

仕事と子育ての両立に 
理解のある企業を支援 

20年度中に、私
立保育所新築・
改築整備などを
行い、21年4月
入所分の定員を
390人増やします。 

A 1,000 
万円 

保育所の 
定員を増やします 

奨学金の定員を175人増
やし、約640人にするほか、
定時制や障がい者の枠
を新設します。22年度ま
でには、定員を1,000人に
することを目指します（詳
細を9㌻に掲載）。 

D 5,000 
万円 奨学金の枠を拡大 

8月受診分から、小学校入
学前の子供の医療費が
無料になります（初診時
一部負担金を除く）。 

C

C

B

A

D

25億 
8,970 
万円 

就学前の子の医療費を 
原則無料に 

佐藤家 

※19年度補正予算での前倒し：3億9,110万円 

※所得制限あり 

0歳～3歳 

非課税世帯 

課税世帯※ 

無料 

無料 

無料 

1割→無料 

4歳～就学前 
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さ
ぁ
、店
じ
ま
い
の
時
間
だ
な
。
 

　
え
え
。じ
ゃ
あ
今
日
も
、新
商
品

の
開
発
を
始
め
ま
し
ょ
う
か
。
 

              

　
あ
ぁ
。
相
変
わ
ら
ず
経
営
は
楽

で
は
な
い
け
ど
、今
回
借
り
た
元

気
が
ん
ば
れ
資
金
の
お
か
げ
で
、新

し
い
ケ
ー
キ
も
実
現
で
き
そ
う
だ
な
。
 

　
そ
う
ね
。
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
よ
ね
。
 

　
い
つ
か
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
は
、

恩
返
し
の
意
味
も
込
め
て
、
市
に

寄
付
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
ん

だ
が
。
 

　
す
て
き
ね
。わ
た
し
も
賛
成
よ
。
 

あ
っ
、そ
う
い
え
ば
、さ
っ
き
変
な
電

話
が
あ
っ
た
の
。
税
金
の
還
付
金
が

あ
る
と
か
な
ん
と
か
。
 

　
そ
れ
は
、今
は
や
り
の
振
り
込

め
詐
欺
じ
ゃ
な
い
か
!?
 

　
わ
た
し
も
そ
う
思
っ
て
電
話
を

切
っ
た
ん
だ
け
ど
、こ
う
い
う
悪
質

商
法
は
手
口
が
ど
ん
ど
ん
進
化
し

て
い
る
っ
て
い
う
し
、怖
い
わ
…
。
 

　
そ
う
い
え
ば
、民
生
委
員
さ
ん

が
言
っ
て
い
た
け
ど
、悪
質
商
法
の

被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、お
年
寄

り
を
み
ん
な
で
見
守
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
ら
し
い
ぞ
。
 

　
え
っ
、ほ
ん
と
？
　
そ
れ
は
心
強

い
わ
ね
。
 

　
そ
う
だ
な
。
他
人
事
と
は
思
え

な
い
し
、俺
た
ち
も
気
付
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、近
所
の
皆
さ
ん
と
情

報
交
換
し
て
い
か
な
い
と
な
。
 

　
そ
う
ね
。
 

　
さ
ぁ
、明
日
か
ら
雑
が
み
を
回

収
す
る
実
験
が
始
ま
る
か
ら
、ま

と
め
よ
う
か
し
ら
。
 

　
お
ぉ
、そ
う
だ
っ
た
な
。
こ
れ
で

だ
い
ぶ
ご
み
も
減
る
し
、い
い
こ
と

だ
よ
な
。
 

分野や団体などを指定し
て寄付できる仕組みをつ
くり、市民の皆さんのまち
づくり活動を資金面から
支援するほか、人材の育成、
場所や情報の提供の面
からも支えます。 

F 4,400 
万円 

市民による 
まちづくり活動を促進 

原則市内で3年以上事業
を営んでいる小規模事業
者に、無担保、無保証人
で500万円まで融資する
元気がんばれ資金を創設。
信用保証料は市が負担し
ます。融資枠は9億円。 

E 地域に根ざした 
中小企業を応援 

9億 
5,610 
万円 

田中家 

菓子箱や封筒、包装紙
など、今まで燃やせる
ごみとして収集してい
た紙類を資源化する実
験を、一部モデル地域
で実施。本格導入につ
いて検討していきます。 

H 350 
万円 

雑がみ回収の実験を 
一部の地域で実施 

地域に消費生活みまも
り協力員を複数配置し、
日常的に高齢者に接し
ているケアマネージャ
ーなどと連携を図るこ
とで、高齢者を悪質商
法の被害から守ります。 

G 高齢の方の悪質商法 
による被害を防止 

600 
万円 

H G

F

E
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まだまだあります 

企業や大学と連携して、
短編映画などの作品を
売り買いする市場をイン
ターネット上に創設。今
年の短編映画祭に合わ
せて開設し、その後内容
を充実させていきます。 

3,400 
万円 

コンテンツ 産業の振興に向け 
インターネット上に市場を開設 

一人暮らし高齢者など
の孤立死を防止するた
め、電話相談や出前講
座、マンションを対象に
したネットワークづくり
のためのモデル事業な
どに取り組みます。 

316 
万円 

孤立死を防止する 
ネットワークづくり 

就労する場がなくて困
っている障がい者のた
めに、人材派遣会社を
通じて企業などに派遣
を行い、一般就労につ
なげる事業を試行的に
実施します。 

500 
万円 障がいのある方の就労を促進 

市内の小規模作業所
などで作った商品を販
売している元気ショップ。
1号店の好評を受け、
利用者の声などを踏ま
えながら、2号店開設に
向けた調査を行います。 

100 
万円 元気ショップ2号店開設準備 

まちづくり活動の拠点
であるセンターの運営
を、地域に委ねていき
ます。今後、地域の意
向や受け入れ態勢など
の確認を行い、秋ごろ
からの実施を目指します。 

1,500 
万円 

地域によるまちづくり 
センターの運営を推進 

救急時の妊婦が医療機
関に円滑に搬送される
よう、病院との調整を行
って医師や救急隊に情
報を提供する人員を配置。
搬送までの時間を短縮
できる体制を整えます。 

466 
万円 

妊婦の救急時のスムーズな 
受け入れ体制を整備 

↑まずは札幌国際短編映画祭の応募
作品を中心に市場を開設します 

↑大盛況の元気ショップ1号店 

※音楽・映画・ゲームなど各種著作物 

※ 
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パンフレット 
「さっぽろのおサイフ」が 

新しくなります!

配布場所区役所、市役所 
2階市政刊行物コーナー 

www.city.sapporo. 
jp/zaisei/kohyo

北海道の味覚を楽しめる
お祭りを、これまで大きなイ
ベントのなかった9月中旬
～10月上旬に開催。道産
食材をメインとした旬の料
理や飲料など多彩なメニュ
ーを楽しめるようにします。 

2,000 
万円 

大通公園で「食」の 
新イベントを開催 

市民・観光客の多く集
まる都心において、北
海道の特産品などが
購入でき、食や観光の
情報を得られる新たな
拠点づくりに向けた取
り組みを進めます。 

1,000 
万円 

都心部における 
北海道の魅力発信の推進 

町内会などの地域グル
ープ（30世帯以上）によ
って自主的に集められた
生ごみを、週1回回収。
集めた生ごみを施設で
堆肥にする取り組みをモ
デル的に実施します。 

520 
万円 

地域からの 
生ごみを回収して資源化 

地球環境を守るために
目指すべき市民像・都
市像や市民がなすべき
具体的な行動を盛り込
んだ宣言を行い、環境
都市としての姿勢をア
ピールします。 

600 
万円 「環境首都・札幌」を宣言 

サミット開催に向け 
関連事業を展開 

温暖化防止のため、エネル
ギー事業者や金融機関と
連携して新たな支援を開始。
太陽光発電などを導入す
る企業や市民に費用の融
資・補助を行います（申し
込み方法を34㌻に掲載）。 

新エネルギー・省エネルギー機器 
の導入を支援 

↑札幌市のおもてなしステッカー 

↑信濃小学校（厚別区）にある太
陽光発電設備 

↑指定の場所に置いた生ごみを回
収 

↑宣言内容は公募委員などからなる市
民会議で検討中 

↑道内の特産品を販売するアンテナシ
ョップ 

↑秋の大通に新たなにぎわいを
創出（写真は昨年9月に行われた
リンケージ・アップフェスティバル） 

1億 
1,000 
万円 

2億 
1,100 
万円 

たい ひ 

7月に洞爺湖
町で行われ
るG8サミット
に合わせ、来
札客のおも
てなし、こども環境サミット札幌や啓発セミナーの
開催、市民の安全確保などに取り組みます。 
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4月 
から 

4月 
から 

　
法
律
の
改
正
の
ほ
か
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
な

ど
を
受
け
、
四
月
か
ら
、
市
で
収

集
し
て
い
る
家
庭
ご
み
の
う
ち
、

資
源
物
の
出
し
方
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
。
 

　
下
記
の
三
点
に
注
意
し
て
、
今

後
も
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に
つ

い
て
 

　
本
市
の
分
別
方
法
で
は
、
こ
れ

ま
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル

を
は
が
さ
ず
に
出
し
て
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
近
年
、
①
ラ
ベ
ル
に

ミ
シ
ン
目
が
入
り
、
は
が
し
や
す

く
な
っ
た
、
②
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

が
ラ
ベ
ル
を
除
去
す
る
際
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
な
ど
、
環
境
負
荷
が

大
き
い
、
③
全
国
的
に
ラ
ベ
ル
を

は
が
す
傾
向
に
あ
る
ー
ー
こ
と
な

ど
か
ら
、
四
月
以
降
、
皆
さ
ん
に

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
環
境
事
業
部
業
務
課
2

（
２１１
）２
９
１
６
 

化粧品のびんも資源になります 

 4 月から家庭ごみのうち 
資源物の出し方が変わります 

NEWS
 01
NEWS
 01
NEWS
 01

NEWS
 02
NEWS
 02

NEWS
 02
NEWS
 03

・化粧水のびん　・乳液のびん 
・香水のびん　　  など 

水ですすいで、 
キャップを 
外そう 

ここに 
注意！ 

化粧品のびんは として分別 びん・缶・ペットボトル 

次の容器は として分別 びん・缶・ペットボトル 

新設の障がい者・定時制枠の対象 

今まで 

今まで 

資源の日 

資源の日 
燃やせない 
ごみの日 

資源の日 

びん・缶・ 
ペットボトル 
 

プラスチック 

燃やせない 
ごみ 

今まで通り、 
燃やせないごみへ 

これは 
ダメ 
 

マニキュア 
のびん 

びん・缶・ 
ペットボトル 

・めんつゆなど（しょうゆ加工品）　・酢、調味酢 
・みりん風調味料　・ノンオイルドレッシングなど 
　　　　　　　　　　（ドレッシングタイプ調味料） 

※ふたは、プラスチック製は「プラスチック」、金属製などは「燃やせないごみ」へ出してください 

容器についている 
マークが変わります 

マーク通りに捨てればOK

ペットボトルのラベルは として分別 プラスチック 

今まで 
4月 
から 

←ふたは 
　プラスチック 

←本体は 
　びん・缶・ペットボトル 
　（ラベルははがさなくてよい） 

資源の日 資源の日 

←ふたとラベルは 
　プラスチック 

←本体は 
　びん・缶・ペットボトル 

ラベルをはがす 
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今
春
、
中
央
区
の
旧
大
通
小
学

校
の
校
舎
を
活
用
し
、
定
時
制
の

大
通
高
校
が
開
校
し
ま
す
。
 

　
本
市
の
定
時
制
教
育
は
、
近
年

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
学
習
内
容
な

ど
の
一
層
の
充
実
や
改
善
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
十
二
年

か
ら
市
民
や
有
識
者
な
ど
か
ら
な

る
協
議
会
で
検
討
を
開
始
。
こ
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
市
内
の
市

立
定
時
制
高
校
四
校
を
再
編
し
、

午
前
・
午
後
・
夜
間
の
三
部
制
と

単
位
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
、
午
前
部
の
出
願
倍
率

は
二
・
七
倍
。
道
内
公
立
高
二
百

五
十
六
校
の
中
で
一
番
の
人
気
で

し
た
。
当
初
は
一
年
次
三
百
二
十

人
で
始
ま
り
ま
す
が
、
今
後
毎
年
、

生
徒
数
は
増
加
し
、
将
来
的
に
は

約
千
三
百
人
と
な
る
予
定
で
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は

現
在
地
に
新
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。

　
　
　
札
幌
大
通
高
校
（
中
央
区

北
２
西
１１
）
2（
２５１
）０
２
２
９
 

　
能
力
や
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
で
き
な
い
高
校
生
・
大
学
生

な
ど
に
対
し
、
学
費
の
一
部
を
援

助
す
る
奨
学
金
制
度
。
 

　
市
で
は
、
昨
年
度
四
百
六
十
人

だ
っ
た
採
用
枠
を
、
平
成
二
十
二

年
度
を
め
ど
に
千
人
程
度
ま
で
拡

大
。
さ
ら
に
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
定
時
制
の
生
徒
の
た
め
の
採
用

枠
を
新
設
し
ま
す
。
 

 
こ
れ
に
よ
り
、
未
来
を
担
う
若

者
の
学
び
の
可
能
性
が
広
が
り
、

個
性
や
能
力
を
よ
り
一
層
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
本
奨
学
金
は
返
済
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
各

在
学
校
を
通
し
て
受
け
付
け
ま
す
。
 

　
　
　
教
育
推
進
課
2（
２１１
）３
８

５
１
 

単
位
制
と
、午
前･

午
後
・
夜
間
の
３
部
制
を
採
用
し
ま
す 
市
立
札
幌
大
通
高
校
が
4
月
に
開
校
 

NEWS
 01
NEWS
 01

NEWS
 02
NEWS
 02
NEWS
 02

障
が
い
者
・
定
時
制
枠
を
新
た
に
設
け
ま
す 

奨
学
金
の
対
象
者
を
拡
充
 

NEWS
 02
NEWS
 03
NEWS
 03

本年度の申し込みについては、34　をご覧ください 

ここが 

新しい！ 
午前・午後・夜間の 
3コースです。 

新校舎完成までは、旧大通小学校の校舎を使用します 

自分の興味のある科目を
選択して受講できます。4
年間での卒業が基本ですが、
必要な単位を修得すれば3
年間での卒業も可能です。 

〈多種多様な選択科目〉 
幅広い分野の100科目を用意 

【特徴的な科目】 
●ビジュアルマスター 
コンピューターを活用しながら、イラス
トや写真、文章のレイアウト・編集技
術を学ぶ 

●さっぽろ探究 
札幌の歴史・環境などを、資料をひも
とき、自ら研究する 

〈少人数のクラス〉 
１クラスは25人～30人編成。きめ細やかな指導が可能です 

単位制 
 

3部制 
 

魅
力
的
な
特
色
！ 

〈進路探究を支援〉 
カウンセラーを配置するな
ど、将来の進路についての
相談体制を充実。職場体
験なども実施します 
 

障がい者 
身体障害者手帳を持っている方 

定時制 
定時制高校に通っている方 

人数は、奨学金対象者全体の約１割を予定 

新設新設の障がい者・定時制枠定時制枠の対象対象 新設の障がい者・定時制枠の対象 

460人 019

640人 6020

820人 8021

1000人 10022

年度 採用人数 うち障がい者・ 
定時制枠 

午前 

午後 

夜間 

人数枠の拡大 

ぺー 
ジ 
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あなたの街で 
 市長と語ろう 
あなたの街で 
 
さまざまな市政の課題について、市民と市長が直接意見
を交換する「タウントーク」。今回は、清田区で開催され
た内容を紹介します。 

市長と語ろう TOWN 
TA L K

・開催日／2月9日（土）　・会場／清田区民センター 
・参加総数／約100人　・発言者数／12人 

タウントークメモ 

タウントー
ク 

札幌市が破産しないか心配です 
清田地区 

やま   だ     ただ ひこ 

山田 忠彦さん 

市の借金は、いつ無くな
るのでしょうか。借金が増
え続け、最終的に財政破
たんしてしまうのではない
かと不安になります。 

福祉灯油を実現してほしい 

ごみ有料化の前に話し合いを 
里塚・美しが丘地区 

ごみを有料化すれば減量
できるのか疑問です。有
料化する前に、市民と市
がもっと話し合いをして、
分別を徹底するなど違う
形でごみの減量に取り組
むべきだと思います。 
 

市長 
から 

道路や学校などは、将来利用する市民にも
公平に負担をしてもらうため、借金をして分

割払いにしています。もちろん、計画的な返済に努
めており、ここ数年は借金の残高を減らしています。 

清田地区 

まつざき     ひとし 

松崎 均さん 

まつ   だ     ひで  き 

松田 英樹さん 
原油の高騰で灯油代の
支払いが大変なので、収
入の少ない世帯に灯油
代を支給してください。道
内の多くの市町村が1世
帯当たり5,000円～1万
円の支給をしていますよ。 

有料化することで、ごみ減量の努力をした方
ほど費用負担が少なくなります。これはごみ減

量の動機付けになると考えており、市では現在、市民
の皆さんの声をいただきながら検討を進めています。※ 

市長 
から 

市長 
から 

※検討の結果策定した計画書は4月10日（木）から配布します。詳しくは26

※貸し付けの申し込みは2月29日で終了しました 

灯油の値上がり分に対応することが大切
であり、また財政難の中13億円以上の支

出は厳しいと考え、福祉灯油の支給は困難と判
断しました。そこで、1世帯当たりの値上がり分に
相当する5万円を上限とした貸し付け※を
行うことにしましたのでご理解ください。 

を聞く課2211- 2042。 内容は、市長のホームページwww.city.sapporo.jp/city/mayorからもご覧いただけます 

ペー 
ジ 
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ゾウがいなくなった動物園に新たなゾウは必要か？ 
若い学生たちが、ゾウを飼うことの是非について、さまざまな意見を発表しました。 

円山動物園にゾウは必要か？ 

特定の食物を食べると、じんましんやかゆみなどさまざまな症状が起きる食物アレルギー。 
会場にはアレルギーのある子供の親が集まり、市長とともに思いや悩みを話し合いました。 
 

■日時／2月24日（日）　 
■会場／男女共同参画センター 
■参加総数／約60人　 
■発言者数／8人 

■日時／2月2日（土）　 
■会場／円山動物園動物科学館　 
■参加総数／約60人　 
■発言者数／14人 

食物アレルギーのある子供 
が健やかに成長するために 

幼いころ、円山動物園のゾウを見て感動
し、今、動物にかかわる勉強をしています。
子供たちがゾウを見たら、自分のように動
物に興味を持つようになると思います。 

ゾウ舎の建て替えなどにたくさんのお
金を掛けてまでゾウを飼うより、ほかの
動物園にはいない目玉となる動物を飼
うのはどうでしょうか。 

○ゾウは本来群れで生活するため、複数頭を飼わなければなりません。 
○ゾウ舎を新たに建設するため、広い敷地と多額の費用が必要です。 
○ゾウは1日に約100㌔の草を食べるので、餌代などが膨大に掛かります。 

市立病院にアレルギーの専門外来をつくってほしいです。
難しいなら、アレルギーによるショックを起こした際の、
救急の受け入れ態勢だけでも整えてもらえませんか。 

伊藤  
雅子さん 

い　とう 

まさ こ 

佐々木  

太郎さん 

さ　さ　き 

た  ろう 

き　むら 

木村  

彩耶夏さん 
さ や か  

市立高等専門学校 
専攻科1年 

北海道エコ・ 
コミュニケーション 
専門学校1年 

浦崎  
真由子さん 

医師の確保が難しく、外来の新設や救急時の受
け入れ態勢の整備は難しいと思いますが、何ら
かの対応ができないか検討してみます。 

ゾウの大きな体を見たときの驚きは、動物に興味を持つ良いきっかけになると
思います。一方で、ゾウを飼育するならば、獣舎の新設など多額の費用が掛か
ります。今後も皆さんの意見を聞き、ゾウを飼うかどうか検討していきます。 

市長 
から 

市長 
から 

市としてもマニュアルは必要と考え、現在作成中です。
マニュアルを要約した概要版も併せて作り、区役所、
保健センターなどでも配布したいと考えています。 

市長 
から 

食物アレルギーのある子供への対応が、施設によって
異なるので、統一したマニュアルを作り、小学校や幼稚園、
保育所などに配布してほしいです。 

うらさき 

ま ゆ こ  

新たにゾウを 
飼うためには 

「タウントーク」は区役所（1㌻）の総務企画課、「市長とおしゃべりしませんか？」は市民の声　　

広告 

詳細 
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代表質問 
から 

今
回
の
定
例
会
で
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
 

二
十
二
日
ま
で
三
日
間
の
日
程
で
代
表
質
問
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

編集●札幌市議会事務局　2211-3164　 FAX218-5143　市議会ホームページアドレス●www.city.sapporo.jp/gikai

平成19年度一般会計 
補正予算などを可決 

～平成20年第1回定例会 
 

2月13日に招集招集された第1回定例会回定例会の中から、 
3月10日までに議決議決された議案議案などについて 
お知らせします。なお、3月11日以降以降の内容内容は、 
5月号でお知らせします。 

2月13日に招集された第1回定例会の中から、 
3月10日までに議決された議案などについて 
お知らせします。なお、3月11日以降の内容は、 
5月号でお知らせします。 

長
内
　
直
也（
自
民
党
） 

お
さ 

な
い 

な
お 

や 

中
央
区
民
プ
ー
ル
・ 

中
央
区
民
体
育
館 

恩
村
　
一
郎（
民
主
党
・
市
民
連
合
） 

お
ん 

む
ら 

い
ち 

ろ
う 

８
０
２
０
を
目
指
す 

歯
の
健
康
づ
く
り 

　 
    

■問
　

国
の
健
康
づ
く
り
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
８
０
２
０
運
動
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
八

十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
二

十
本
以
上
保
つ
と
い
う
、
歯
の
健

康
づ
く
り
の
行
動
目
標
で
あ
り
、

今
年
で
二
十
年
目
に
な
る
。 

　
札
幌
市
の
健
康
づ
く
り
の
基
本

計
画
で
あ
る「
健
康
さ
っ
ぽ
ろ
２１
」

で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
重
要
な
課
題
を
、

歯
の
健
康
な
ど
九
つ
の
領
域
に
分

け
て
構
成
し
、
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
健
康
な
歯
の
維
持

へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な

か
、
札
幌
市
で
は
、
歯
周
疾
患
検

診
事
業
の
対
象
年
齢
を
、
平
成
十

七
年
度
に
四
十
歳
・
五
十
歳
だ
け

か
ら
六
十
歳
・
七
十
歳
の
方
ま
で

拡
大
し
た
が
、
十
年
に
一
度
の
検

診
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
受
診
者

が
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

　
定
期
的
に
口
の
中
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
こ
と
は
、
広
く
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
非
常
に
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
札
幌
市
民

に
歯
周
疾
患
検
診
を
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。
札
幌
市
と
し
て
、
８

０
２
０
を
目
指
し
た
今
後
の
歯
の

健
康
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
考
え
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。 

■答
　

歯
の
健
康
づ
く
り
は
、
市
民

の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
上
で

大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
健

康
さ
っ
ぽ
ろ
２１
」
の
重
点
取
り
組

み
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
各
区
の

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
健
康
教
育

や
相
談
事
業
お
よ
び
歯
周
疾
患
検

診
な
ど
を
通
じ
て
、
８
０
２
０
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
８
０
２
０
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
清
潔
保
持
の
た
め

に
歯
磨
き
と
と
も
に
歯
周
病
の
発

症
や
進
行
を
早
め
る
「
た
ば
こ
」

を
吸
わ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

今
後
は
、
歯
科
医
師
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
力
し
て
、
「
た
ば
こ

対
策
」
と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

歯
周
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
・
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

     

■問
　

本
市
議
会
で
は
、
利
用
者
な

ど
の
声
を
受
け
て
、
メ
ル
パ
ル
ク

札
幌
の
プ
ー
ル
存
続
を
求
め
る
意

見
書
を
平
成
十
八
年
の
第
四
回
定

例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。 

　
郵
政
公
社
は
地
域
の
願
い
を
最

大
限
に
考
慮
し
、
メ
ル
パ
ル
ク
札

幌
を
プ
ー
ル
の
存
続
を
条
件
と
し

て
売
却
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
後

継
施
設
の
建
設
計
画
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

　
従
来
、
メ
ル
パ
ル
ク
札
幌
は
中

央
区
の
区
民
プ
ー
ル
的
な
位
置
付

け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
然
、

新
し
い
施
設
も
中
央
区
民
プ
ー
ル

と
し
て
の
期
待
が
大
き
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
プ
ー
ル
施
設
に

対
し
て
、
札
幌
市
が
今
後
の
中
央

区
民
プ
ー
ル
の
考
え
方
や
見
通
し

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

　
そ
こ
で
、
市
民
の
期
待
に
応
え

て
、
こ
の
プ
ー
ル
施
設
を
中
央
区

民
プ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い

た
い
。
関
連
し
て
、
老
朽
化
し
て

い
る
中
央
体
育
館
に
つ
い
て
、
今

後
の
移
転
改
築
を
含
め
た
方
向
性

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

■答
　

中
央
区
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
昨
年
三
月
末
に
閉
館
と
な
っ

た
メ
ル
パ
ル
ク
札
幌
跡
地
で
、
現

在
、
民
間
企
業
に
よ
り
プ
ー
ル
を

含
め
た
大
規
模
集
客
施
設
の
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
入

札
条
件
と
し
て
、
特
定
利
用
者
の

み
に
限
定
せ
ず
、
地
域
住
民
を
含

む
一
般
客
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

既
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
後
、
こ
の
プ
ー
ル
が
ど
の
よ
う

な
形
態
で
市
民
に
開
放
さ
れ
る
か

な
ど
、
詳
細
を
把
握
し
た
上
で
、

現
在
中
央
区
の
公
的
温
水
プ
ー
ル

と
し
て
い
る
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
そ
の
位
置

付
け
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

　
中
央
区
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

は
ち 

ま
る 

に
い 

ま
る 
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2月13日に招集された第1回定例会の中から、 
3月10日までに議決された議案などについて 
お知らせします。なお、3月11日以降の内容は、 
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青
山
　
浪
子（
公
明
党
） 

あ
お 

や
ま 

な
み 

こ 

ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度 

第
二
次
新
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
現

在
の
中
央
体
育
館
を
改
築
す
る
べ

く
事
業
計
画
の
策
定
や
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

     

■問
　

昨
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
札

幌
市
円
山
動
物
園
基
本
構
想
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
動
物

園
が
飼
育
し
て
い
る
動
物
を
見
に

行
く
」
の
で
は
な
く
、
「
動
物
園

に
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
動
物

に
会
い
に
行
く
」
と
い
う
、
あ
た

か
も
動
物
の
里
親
や
家
族
に
な
っ

た
よ
う
な
関
係
性
へ
の
転
換
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
ア
ニ
マ

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
」
で
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
餌
代
な
ど
を
負
担
す
る

の
に
対
し
、
動
物
園
か
ら
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
な
っ
た
動
物
の
情
報
が

提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
「
わ
た
し
の
動
物
園
」
と

い
う
視
点
か
ら
の
行
動
と
し
て
、

動
物
園
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
範
囲
が
拡
大
し
た

り
、
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
と

の
連
携
な
ど
で
実
現
し
た
り
し
た

事
例
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。 

　
ま
た
、
一
月
か
ら
募
集
が
始
ま

っ
た
「
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
制

度
」
は
試
行
的
な
実
施
で
は
あ
る

が
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
伺

い
た
い
。 

■答
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
の
動
物
解
説
の

ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

に
市
民
や
企
業
が
直
接
参
画
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
な
か
に
は
小
学
生
に
よ
る
解

説
看
板
の
制
作
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

活
動
す
る
方
の
年
齢
層
も
徐
々
に

拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
末
年

始
に
開
催
し
た
ワ
イ
ル
ド
マ
ウ
ス

展
は
、
円
山
動
物
園
と
酪
農
学
園

大
学
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
霧
多
布
湿
原

ト
ラ
ス
ト
が
連
携
し
て
ネ
ズ
ミ
の

捕
獲
か
ら
展
示
、
解
説
ま
で
を
協

働
で
実
施
し
た
も
の
で
、
今
後
の

研
究
も
三
者
で
連
携
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。 

　
「
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
」

の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
応

募
の
出
足
が
良
く
、
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
動
物
と
市
民
の
き
ず
な
を

一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

確
信
を
持
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
対
象
動
物
の
拡
大

に
努
め
て
い
き
た
い
。 

         

     

■問
　

レ
ジ
袋
削
減
を
ス
リ
ム
シ
テ

ィ
さ
っ
ぽ
ろ
計
画
の
数
値
目
標
と

と
も
に
位
置
付
け
る
べ
き
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。
ま
た
、
市
と
し

て
も
、
ス
ー
パ
ー
や
地
元
商
店
と

協
力
し
て
、
レ
ジ
袋
削
減
の
運
動

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。 

　
ま
た
、
雑
が
み
の
分
別
収
集
・

資
源
化
は
、
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
に
本
格
実
施
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
。
も
し
、
そ
の
財
源
を
家

庭
ご
み
有
料
化
と
セ
ッ
ト
で
市
民

に
負
担
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
は
す
で
に
有
料
化
を
決
定
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

一
体
、
い
つ
か
ら
有
料
化
を
実
施

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
有

料
化
し
な
く
て
も
、
雑
が
み
分
別

収
集
を
行
う
つ
も
り
が
あ
る
の
か
、

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。 

■答
　

レ
ジ
袋
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

店
舗
や
事
業
者
に
よ
る
レ
ジ
袋
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
促
進
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か

ら
、
新
た
に
計
画
へ
加
え
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。 

　
有
料
化
と
そ
の
収
入
を
財
源
と

し
た
雑
が
み
分
別
収
集
は
一
体
の

も
の
と
考
え
て
い
る
。
有
料
化
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
市
民
意
見
交

換
会
な
ど
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
踏
ま
え
て
、
本
年
度
中
に
決
定

す
る
計
画
の
中
で
最
終
的
な
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

            

■問
　

高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

交
流
で
き
る
よ
う
な
居
場
所
づ
く

り
の
活
動
を
進
め
る
市
民
団
体
な

ど
に
対
し
、
行
政
が
積
極
的
に
、

学
校
の
空
き
教
室
や
商
店
街
の
空

き
店
舗
な
ど
の
場
の
提
供
や
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。 

　
ま
た
、
発
達
障
が
い
児
支
援
体

制
整
備
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
討
議
さ
れ
て
き
た
具
体

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
か
。
ま
た
、
当
事
者
の
親
の

会
な
ど
の
参
加
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

■答
　

平
成
十
七
年
か
ら
は
、
生
き

が
い
活
動
や
地
域
貢
献
活
動
な
ど

の
拠
点
を
運
営
す
る
高
齢
者
団
体

に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
高
齢
者
の
活
動
や
交
流

な
ど
の
機
能
を
持
っ
た
、
利
用
し

や
す
い
場
づ
く
り
の
た
め
の
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。 

　
発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
通
じ
て
、
各

機
関
の
対
応
能
力
の
向
上
な
ど
が

図
ら
れ
て
き
た
。
今
後
は
、
さ
ら

に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
か
か

わ
る
機
関
が
変
わ
っ
て
も
、
一
貫

し
た
支
援
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。
親
の
会
な
ど
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、

主
体
的
な
参
加
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

            

■問
　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
街
に
活

気
を
、
子
供
た
ち
に
は
夢
を
与
え

る
ば
か
り
か
、
経
済
の
活
性
化
に

坂
本
　
恭
子（
共
産
党
） 

さ
か 

も
と 

き
ょ
う 

こ 

ご
み
問
題 

坂
　
ひ
ろ
み（
市
民
ネ
ッ
ト
） 

さ
か 

福
祉
政
策 

宝
本
　
英
明（
民
主
党
・
市
民
連
合
） 

た
か
ら 

も
と 

ひ
で 

あ
き 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援 
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も
つ
な
が
り
、
元
気
あ
ふ
れ
る
札

幌
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
う
。 

　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
今
や
札
幌
の

ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、

「
集
客
交
流
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
」
の

一
翼
を
担
う
公
共
財
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援

を
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
ツ
ー
ル

と
し
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

■答
　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
応
援

を
通
じ
て
市
民
が
連
帯
感
を
高
め

る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
い
る
と
と
も
に
、
大
き
な
観

客
動
員
力
を
持
つ
た
め
、
今
や
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
集
客
交
流
資

源
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
運
営
は
、

民
間
企
業
が
担
っ
て
い
る
が
、
そ

の
チ
ー
ム
の
存
在
と
活
動
は
、
子

供
た
ち
に
夢
を
与
え
、
札
幌
の
ま

ち
を
明
る
く
元
気
に
し
て
く
れ
る

も
の
な
の
で
、
今
や
地
域
を
支
え

る
公
共
財
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。 

　
札
幌
市
と
し
て
は
、
今
後
も
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
を
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

     

■問
　

道
徳
観
や
倫
理
観
の
希
薄
化

を
反
映
し
て
か
、
い
じ
め
や
そ
れ

に
端
を
発
す
る
不
登
校
問
題
が
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

対
策
を
進
め
る
上
で
は
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
こ
そ
が

有
効
な
施
策
と
考
え
る
が
、
臨
床

心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
と
こ
の

施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を

推
進
す
る
た
め
に
も
、
栄
養
教
諭

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
非
常
に
大

き
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
栄
養
教

諭
の
配
置
拡
大
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
い
た
い
。 

■答
　

平
成
二
十
年
度
に
、
小
中
学

校
で
の
相
談
時
間
を
拡
充
す
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
臨
床
心
理
士
な
ど
の

有
資
格
者
を
増
員
す
る
な
ど
し
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
事

業
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

　
学
校
に
お
け
る
食
育
を
進
め
る

た
め
に
は
、
栄
養
教
諭
が
そ
の
専

門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
供
に

対
す
る
指
導
と
と
も
に
、
家
庭
や

地
域
に
対
す
る
啓
発
を
さ
ら
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
平

成
十
九
年
一
月
に
任
用
し
た
栄
養

教
諭
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
、
任
用
数

を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。 

佐
々
木
　
み
つ
こ（
自
民
党
） 

さ 

さ 

き 

教
育
問
題 

委
員
会
の
主
な
活
動
状
況

 

２
月
１１
日
〜
３
月
１０
日
 

財政市民委員会 
＜2月14日＞（仮称）市民交流複合施設の検討につ
いて、市民まちづくり局から説明を聴取し、質疑を
行いました。 
＜2月26日＞北海道厚生年金会館の存続について、
市民まちづくり局から説明を聴取し、質疑を行いま
した。 
文教委員会 
＜2月13日＞子どもの権利条例に関する検討会議答
申書および素案について、子ども未来局および教育
委員会から説明を聴取し、質疑を行いました。 
厚生委員会 
＜2月26日＞「札幌市福祉灯油助成条例案」および
「『福祉灯油』の実施を求める陳情」117件の審査を
行い、否決または不採択とすべきものと決定しました。
また、障がい者雇用主等に対する提訴と札幌市の対
応について、障がい者交通費助成制度の見直しにつ
いておよび特定健康診査等実施計画案について、そ
れぞれ保健福祉局から説明を聴取し、質疑を行いま
した。 
建設委員会 
＜2月12日＞石狩西部広域水道企業団事業再評価に
ついて、水道局から説明を聴取し、質疑を行いました。 
経済委員会 
＜3月5日＞「㈱北海道フットボールクラブの減資に
反対し、Ｊリーグとの協議等を求める請願」の審査
を行い、不採択とすべきものと決定しました。 
税財政・地方分権調査特別委員会 
＜2月12日＞地方分権改革について、参考人として、
北海道大学公共政策大学院教授 宮脇淳氏を招き、意
見を聴取しました。 
第一部・第二部予算特別委員会 
＜2月22日～3月6日＞平成20年度予算案などを審査
しました。 

◆　　　　　　　　◆ 
　このほか、2月26日には、各常任委員会において、
本会議から付託された議案について、それぞれ審査
を行いました。 

 
 

●平成19年度一般会計補正予算 

　次の内容で総額27億3,478万5千円を補正するものです。 
　①国の防災対策事業の実施に伴い、緊急に対策を講じる
必要がある道路の新設および改良にかかわる経費の追加②
私立保育所の整備に対する補助金の追加③医療扶助費の増
などにより不足が生じる見込みとなった生活保護費の追加
および財団法人2007年ＦＩＳノルディックスキー世界選手
権札幌大会組織委員会や株式会社札幌ドームからの寄付な
どに伴い、スポーツ振興基金の造成費の追加 
●札幌市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改

正する条例 

　札幌市議会における会派に対して交付されている政務調
査費の収支報告書に、これまで5万円以上の支出にかかる
領収書その他の証拠書類の写しを添付していたものを、平
成20年度交付分から、すべての支出に係るこれらの書類の
添付をすることとしたものです。 
　このほか、公の施設の指定管理者の指定の件など合計18
件が可決または同意されました。 
 
 
●札幌市福祉灯油助成条例案 

可決された議案 

否決された議案 

みや わき あつし 
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